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％、一般8 8 . 7 ％、「毎年食べる」は、学生
44.6%、一般56.6%となり約1/3に減少していた。
調達方法は「家庭で作る」が多かった。
（14）クリスマス
　クリスマスの鶏肉や七面鳥料理の喫食経験
は、学生65.2％、一般76.1％が食べており、「毎
年食べる」は、学生47.2％、一般31.5％と半分に
減っていた。調達方法は、以前では「買う」が
学生94％、一般87％と多かったが、現在では学
生32％、一般は43％と少なくなっていた。ケー
キは学生98.2％、一般95.0％が食べており、調達
方法は「買う」が学生74％、一般79％で、平成
16年以降から「家庭で作る」が増加していた。
「毎年食べる」は学生81.2%、一般79.9%と行事食
の中で最も多く食べていた。
（15）大みそか（年取り）
　大みそかの年越しそばの喫食経験は、学生96.7
％、一般98.7％ともに多く、「毎年食べる」も学
生78.6%、一般82.4%と共に多く食べられていた。
調理は「家庭で作る」が多かった。年取りの祝
い料理は、学生13.8％、一般15.7％が食べた経験
があるが、「毎年食べる」は、学生9.1％、一般
11.3％と少なく、富山県ではあまり行われていな
い行事であった。
（16）春祭り、（17）秋祭り
　「春祭り」および「秋祭り」のご飯・すしの
喫食経験は、各々学生20.7％、11.6％、一般では
54.6％、50.3％で、「毎年食べる」はそれぞれ半
分くらいに減少していた。団子や餅は殆ど食べ
られていなかった。
図８　摂食状況（喫食）
富山短期大学紀要第四十七巻
－67－
（18）報恩講
　富山県の特徴ある行事食として、報恩講料理
があるが、最近では行事として報恩講をあまり
行わなくなってきており、喫食経験が極わずか
であった。富山県は古くから浄土真宗が盛んで
親鸞聖人の教えが生活の中に溶け込んでおり、
報恩講は親鸞の祥月命日の前後に営まれる法要
のことで「ほんこさま」として親しまれてい
る。その時に精進料理がふるまわれ、報恩講料
理は伝統料理として受け継がれているものであ
るが、他の行事食同様食べられなくなってきて
いた。
Ⅳ．まとめ
　年中行事について、富山短期大学食物栄養学
科学生とその家族にアンケート調査を行った。
　年中行事の認知度、経験に差異は認められた
が何れも減少しており、行事に対する認識が学
生、一般ともに薄く、行事の伝承がされなく
なってきていた。特に、重陽については認識、
経験ともに少なかった。学生と一般では、学生
は正月、節分、クリスマス、大晦日の経験が一
般より高く、これは、マスコミや幼稚園、学校
などでの実践活動が影響していると予想され
る。一般は正月、節分、上巳、土用の丑、冬
至、クリスマス、大晦日の経験が多く、料理も
摂取されており、伝承されている行事であるこ
とがわかった。盂蘭盆、重陽、春祭り、秋祭り
の行事は認識、経験、摂取ともに低く、受け継
がれなくなってきていると言えた。また、変化
した時期は1984～2003年が多く、昭和から平成
に年号とともに食習慣も変化してきていると思
われる。
　郷土料理、伝承料理は、各地方で私たちの祖
先がそれぞれの気候や風土に適した作物や魚介
類などを大切に愛しみ、その特性を生かしてき
た料理と言える。今回の調査を踏まえ、富山県
の海、山に囲まれた地形、気候風土によって育
まれてきた食文化を後世に伝承していくことの
必要性を痛感した。郷土の食材や、先人の知恵
を伝えていくことは意義あることと思われる。
今後は、富山県の特産品、郷土料理を家庭、地
域および学校教育の場などあらゆる機会を捉
え、伝承していけるように継続していきたい。
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